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●　露頭を調べる

　土や岩がむき出しになったガケや斜面を「露頭」と

いいます。地面が川の水によって、あるいは土木工事

などによってけずられているため、まるでケーキをス

パッと切ったように地層が見られます。

　かつて海や湖の底であった場所が、地球の力でもり

上がり、陸地になっていることがあります。そのため、

丘や山の露頭で、大昔の海のようすがわかることもあ

ります。

　基本的には、地層は地面の下にあります。露頭にな

っているところは、ほんの一部だけです。

　そのため、ほって調べる調査もあります。また、ボ

ーリングといって、パイプを地面の中につき通して、

深いところまでの地層をとって調べることもあります。

●　はなれた場所と比べるために役立つ「鍵層」

　ひとつの場所だけでは、それぞれの時代の全体的な

ようすがはっきりしません。

　そこで、いろいろな場所を調べることになりますが、

同じ時期でも、場所によってたまるものやたまり方が

ちがう上に、もり上がり方やしずみ方がちがっていま

す。場所が異なると、同じくらいの高さ（標高）でも、

地層の時代がちがうことが多いのです。

　そのため、広い範囲にたまった地層で、ほかの地層

とはっきりとちがいがわかるものがある場合、それを

基準に地層の新旧を判断します。

　こうした地層を「鍵層」といいます。噴火の時、火

山からふき出す火山灰は、風に乗り、広い範囲に降り

積もる上、噴火のたびに形や成分、色が変わります。

そのため、鍵層としてよく使われます。

●　化石とは

　地層を調べていると、「化石」が出ることがあります。

　化石とは、昔生きていた生き物の体や生き物が残し

たあとです。

　古い地層の中の木の葉や木の実も化石です。古い地

層の中の貝ガラも化石です。かれた植物がたまってで

きた亜炭は、地層であり化石でもあります。あるいは、

花粉の化石もあり、その形やもようからそのころ生え

ていた植物がわかります。

　また、地層に残された葉っぱのあとや貝ガラのあと、

あるいは動物の足あとも化石です。石油や石炭も、実

は化石です。「愛・地球博」で人気となった、マンモ

スの氷づけも化石です。

　でも、少し考えてみてください。ほとんどの生き物

は、死んだら土にかえります。骨やカラだって、いつ

かはくさります。

　また、グラウンドなどについた足あとも、すぐ消え

てしまいます。

　ですから、何千年も、何万年も、何千万年も前の化

石が残っているということは、めったにない奇跡が重

なったということなのです。
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クジラの化石（頭の骨）。

（足寄動物化石博物館）

木の葉の化石。

（帯広百年記念館）

左は清水町羽帯。右は帯広市下川西。どちらにも約8,000年前に降

った樽前山（苫小牧市・千歳市）の火山灰の地層がある。

※２　成分（せいぶん）：造岩鉱物（ぞうがんこうぶつ：岩石にふくまれる鉱物）の種類。

川がけずってできた露頭（左）と人が土や岩石をとるためにけずってで

きた露頭（右）。地層を観察できる。
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●　はなれた場所と比べるために役立つ化石

　多くの生き物は、長い時間の中で絶めつします。暑

くなりすぎたり寒くなりすぎたりしたため、あるいは

いん石がぶつかったため、と理由はさまざまです。

　ある化石が見つかる地層は、その生き物が生きてい

た時代の地層です。もし、生きていた期間があまり長

くない生き物の化石が、はなれた場所の地層でも見つ

かれば、２つの地層が同じ時代のものであることにな

ります。（こうした化石を「示準化石」といいます）

　また、多くの生き物は、ある決まった環境（陸上・

水中、海水・淡水、深い海・浅い海、暑い・寒い、温

かい・冷たい、など）に生きています。

　化石になった生き物の暮らす環境がわかっていると、

その化石のあった地層ができた時代の環境がわかります。

（こうした化石を「示相化石」といいます）

タカハシホタテの化石。この貝は、気候的には冷温帯（右図）の、水

深10～50ｍの海に暮らしていた。化石の見つかった地層ができた

ころの環境がわかるので「示相化石」となる。（十勝の自然史研究会）

今の日本の中での冷温帯。海岸では東北地方北部から北海道にか

けて。（吉良竜夫の気候区分に基づく。『日本の気候（岩波書店)』より、改変）

●　何年前のものなのか？

　今まで書いてあることからは、Ａという地層とＢと

いう地層の間、あるいはａという化石とｂという化石

の間で、どちらが古くどちらが新しいかがわかってき

て、順番にならべることができるようになります。

（相対年代といいます）

　しかし、それが何年前のことなのかはわかりません。

数字でいつのものかを表すためには（絶対年代といい

ます）、時計のかわりになるものを使います。

　身近なものでは、木の年輪があります。生きている

木であれば毎年１つずつ年輪ができていくので、これ

を時計がわりにすると、何年前から生えている木か、

何年間生えていた木かがわかります。

　とても古いものを調べる時には、元素（ものを作っ

ているとても小さなもの）の中で、時間がたつにつれ、

少しずつ別の元素になっていくものを使います。

　例えば、生き物が死ぬと、体の中にある14Ｃという

元素が規則正しく減っていきます。この14Ｃが減った

割合を調べることで、その生きものがいつごろ死んだ

か、つまりいつごろ生きていたかがわかるのです。

　また、岩石や鉱物についても、熱や圧力を受けてで

きあがってから、40Ｋという元素が40Arという元素に変

わっていくので、その割合を調べることでいつできた

ものかがわかります。

　ほかにもいくつかある方法によって調べることによ

って、この本にもある「およそ○○年前」ということ

がわかってきたのです。

●　今いわれる「昔のこと」は「絶対」ではない

　このように、昔のことは、今見つかった地層や化石

やその元素を調べることでわかっていくのです。将来

には、必ず新しい発見があります。それにともなって、

新しい歴史ができるかも知れません。

　また、地層や化石についての見方や、その年代につ

いて調べる方法が変わっていくことでしょう。できご

とは同じでも、考え方が変わるかも知れません。

　「年表」のページにも書きましたが、歴史の話、と

くに古い時代についてのことは変わる可能性があり、

「絶対」ではありません。

※１　別の元素になっていくもの（べつのげんそになっていくもの）：放射性同位体（ほう

しゃせいどういたい）という。

※２　Ｃ、Ｋ、Ar：元素記号（げんそきごう）で、Ｃは炭素、Ｋはカリウム、Arはアルゴン

を示す。左上についた、14、40、40という数字は、質量数（しつりょうすう）といっ

て、元素の原子をつくる陽子（ようし）の数と中性子（ちゅうせいし）の数を足したも

の。同じ元素でも、質量数が異なるもの（同位体：どういたい）がわずかにある。質量

： 冷温帯

： 海岸が冷温帯
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